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中山間地域において，今後生活交通を維持するためには，生活交通に対する意識が，他の要因と比較し

て，高齢非利用者の住み続け促進にどの程度寄与しているかを明らかにする必要がある．しかし，そのた

めの知見は乏しい．そこで，本研究では，中山間地域において，生活交通の高齢非利用者を対象に，住宅

などの住環境及び生活交通に対する意識が住み続け意識に対してどのように影響を及ぼすかを明らかにし

た．その結果，生活交通を今後利用するグループに関しては，自身の生活の満足度だけでなく，生活交通

のサービス向上が住み続け意識の向上に寄与していることが示唆された．一方，生活交通を今後利用しな

いグループにおいては，居住環境への不満や住民への信頼低下，生活交通のサービス低下が住み続け意識

の低下に影響することが示唆された． 
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1. はじめに 

 

中山間地域において，交通弱者の移動手段の確保は重

要な課題である．そのため，自治体や交通事業者などに

よって，コミュニティバスなどの生活交通施策が各地で

実施されている．しかし，高齢化や人口減少などの影響

で，生活交通の利用者は減少傾向にあり，結果として減

便・廃止となる事例もある 1)．人口減少は今後ますます

深刻化する恐れがあることから，利用者数や運賃収入な

どの利用実績に基づく評価のみで生活交通を維持・存続

することは難しくなることが想定される．一方で，地域

の住み続けに関して，交通利便性は重要な視点とされて

いる．国土交通省住生活総合調査結果 2)では，最近 5 年

間における住み替え目的に関して調査し，「通勤・通学

の利便」が最も多いことを明らかにしている．また，住

生活に関する意識調査の結果概要 3)では，住み替えたい

理由に関して，「通勤・通学・買い物・通院等に便利な

場所に住みたいから」という意見が，都市圏と比べて地

方圏で多いことを明らかにしている．これらのことから，

人口減少が著しい中山間地域において，今後生活交通の

維持・存続を図るためには，生活交通の導入が地域での

住み続け促進に対して寄与していることを定量的に示す

ことが必要であると考えられる．その一環として，将来

的に生活交通を利用する可能性のある高齢非利用者を対

象に，生活交通の導入が住み続け促進に寄与しているこ

とを明らかにすることは重要であると言える． 

このような背景の下，中山間地域の生活交通に関する

既往研究は多数蓄積されている．利用促進に着目した研

究は，モビリティ・マネジメントからバス利用頻度の向

上効果と口コミによってバス利用がさらに促進されるこ

とを明らかにした谷口らの研究 4)や，バス利用者を対象

に 1乗車当たりの運賃変更に基づく利用頻度分布モデル

を構築した伊藤・松本の研究 5)などがある．運行計画の

策定プロセスに着目した研究は，過疎地域における移動

ニーズ調査を基に生活交通の策定プロセスの提案とその

適用性検証を行った岸・佐藤の研究 6)や，複数の主体が

参画した地域参画型形式の生活交通の成立可能性に言及

した加藤らの研究 7)などがある．利便性の評価に着目し

た研究は，生活交通サービスの阻害要因と高齢者の活動

能力との関係を明らかにした谷本の研究 8)や，過疎地域

の生活交通の利便性を採算性以外で評価する指標を提示

した森山らの研究 9)などがある．貨客混載や運賃定額制
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等の生活交通の新たな運行方式に着目した研究は，乗用

タクシーの定額制サービスに関する利用頻度モデルの構

築を行い，住民の利用頻度向上及びタクシーの利益増収

の可能性を定量的に示した吉田の研究 10)や，超小型モビ

リティの運転に関する評価を基に超小型モビリティの活

用方法に関する提案を行った藤原・氏原の研究 11)，タク

シー事業者が貨客混載を実施する場合について運行や利

益がどの程度変化するかを分析するための手法を構築し

た谷本・小澤の研究 12)，路線バスへの貨客混載を組み合

わせて地域組織がラストワンマイルの宅配物配送を行う

システムの実現可能性を検討し，本格実施のための条件

などを明らかにした吉武らの研究 13)などがある．このよ

うに，中山間地域の生活交通に関する研究は，多様な観

点の下多数蓄積されている．一方で，地域住民の生活に

関する意識と生活交通の関係に着目した研究は，バスサ

ービスの大幅な改善と縮小が行なわれた地域においてバ

スサービスの水準の差異が人々の行動や活動ニーズに影

響していることを明らかにした谷本らの研究 14)や，将来

の交通手段に関する不安の軽減に対して生活交通の利用

意識及び地域で交通を支える意識が強く影響しているこ

とを明らかにした森・谷口の研究 15)，日常的な買物に関

する買物行動支援サービス及び生活交通の活用意向との

関連性を明らかにし両者の両立の有効性を示した古川・

橋本の研究 16)，住民による自立的バス運営への受容意識

を高めるためには交通サービスを高めるだけでなく地域

愛着や地域内交流などの活性化が必要であることを明ら

かにした川端らの研究 17)などがある．しかし，この種の

研究は比較的少なく，生活交通の高齢非利用者における

住み続け意識までは言及されていない． 

このような社会的・学術的背景の下，著者らは，先行

研究 18)において，中山間地域における生活交通の導入が

その非利用者の住み続け意識に及ぼす影響を明らかにし

た．その過程で，高齢者ほど住み続け意識への影響が強

いという知見を得た．また，先行研究 18)では，住み続け

に関する要因に関して，生活交通に対する評価と地域と

の関わりのみしか扱えていない．そのため，住宅などの

他の要因も含めてより広範に分析を行い，他の要因の中

での生活交通の位置づけを明らかにするとともに，交通

施策と他の施策の連携可能性を検討する必要がある．そ

こで，本研究では，中山間地域において，生活交通の高

齢非利用者を対象に，住宅などの住環境及び生活交通に

対する意識が住み続け意識に対してどのように影響を及

ぼすかを明らかにすることを目的とする． 

 

 

2. 研究対象地域と使用データ 
 
 本研究では，岡山県久米郡久米南町(図-1)を分析対象

地域として設定する．久米南町は，岡山市・赤磐市・久

米郡美咲町の 3市町村と隣接しており，町内の大部分は

山林となっている中山間地域である．人口は 4907 人，

人口密度は 62.4人/km2，高齢化率は 42.3%(2015国勢調査)

である．国道 53 号線と西日本旅客鉄道津山線が中央部

に南北にあり，この国道 53 号線沿いに買物店舗や医療

施設がある．買物店舗はスーパーやコンビニ，ドラッグ

ストア等があるのに対し，医療施設は診療所と歯科があ

るのみである．そのため，より高度な医療を求めて町外

の病院まで通院する人も多い． 

久米南町では，平成 17～26 年まで自治体が定時定路

線型の町民バス(路線数5本，一日6便，平日のみ運行，

運賃は無料．)を運行していた．平成 27 年度より，持続

可能な公共交通ネットワーク構築を目的に，平成27～31

年度の計画期間で「久米南町地域公共交通網形成計画」

が策定され，デマンド形式のカッピーのりあい号が運行

されている．カッピーのりあい号は，運行区域数は 5本

表-1 アンケート調査の概要 

 

 

図-1 久米南町の施設立地と生活交通網 

調査対象
岡山県久米郡久米南町在住の
20歳以上の町民全員

配布・回収方法 久米南町愛育委員による戸別配布・回収

有効回収数 2885部

有効回収率 72.8%

調査の時期 平成30年10月23日～

1.あなた自身のことについて

2.「カッピーのりあい号」について

3.生活の満足感や幸福感について

4.久米南町で今後も住み続けることについて

主な調査内容
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で，便数は各区域とも往復各6便/日であり，運賃は片道

300 円である．平日のみの運行で，電話予約形式であり，

町内であれば自宅から目的地までdoor-to-doorで利用でき

る．カッピーのりあい号は地元のタクシー会社が受託し

ている．久米南町では，平成 27 年まではタクシー会社

は不在であったが，地域公共交通網形成計画の策定及び

カッピーのりあい号の導入に伴い，久米南タクシーの営

業所が町内に再度設置されている． 

本研究では，カッピーのりあい号に関してアンケート

調査を実施した(表-1)．アンケート調査は 20 歳以上の町

内在住の全員を対象に行っている．調査票の配布・回収

は，公衆衛生向上のために組織された久米南町愛育委員

連合会の協力の下で，直接配布・直接回収を行っている． 

なお，本研究では，分析結果の信頼性を確保するため，

分析対象を高齢非利用者であり，かつ生活交通のサービ

ス内容を把握していると考えられるサンプルに限定して

いる．具体的には，アンケートの「生活交通の利用の有

無(図-2)」の設問で「知っているが使ったことはない」

と回答した 65 歳以上の人で，かつカッピーのりあい号

のサービス内容に関する設問で少なくとも 1つ以上の項

目を回答しているサンプルに限定している．ただし，サ

ービス内容の各項目を全て同じ尺度で回答したサンプル

は，分析対象から除外している． 

また，本研究では，生活交通が導入されたことによる

住み続け意識の変化(図-3，以降「住み続け意識」と略)

についてアンケートで調査した． 

住み続け意識と生活交通の今後の利用意向(図-4)との

クロス集計を行った(図-5)．作成したクロス集計表に独

立性の検定を行った結果，1%水準で統計的に有意であ

り，今後利用すると考えるグループと利用しないと考え

るグループで傾向が異なることが示唆された．そのため，

本研究では，上述の高齢非利用者のサンプルを，図-4を

用いて，生活交通を今後利用するグループと今後利用し

ないグループの 2 つに分類し，3 章以降の分析を行った． 

 

 

3. 個人属性及び生活交通に対する意識と 
住み続け意識の関係 

 

(1) 個人属性との関係 

 個人属性に関する各項目と住み続け意識でクロス集計

を行った．作成したクロス集計表には独立性の検定を適

用しており，その結果統計的に有意であった場合はさら

に残差分析を行った． 

生活交通を今後利用するグループ(表-2 左段)について，

経済的余裕に満足している人は，住み続け意識が強くな

ったと回答する割合が 1%水準で統計的に有意に高い．

また，自分の健康状態や住宅などの住まい環境に満足し

ている人は，住み続け意識が強くなったと回答する割合

が 5%水準で統計的に有意に高い． 

生活交通を今後利用しないグループ(表-2 右段)では，

住まい環境に満足している人は，住み続け意識が強くな

ったと回答する割合が 1%水準で統計的に有意に高い．． 

 

(2) 生活交通に対する意識との関係 

 生活交通に関する各項目と住み続け意識でクロス集計

を行った(表-3)．作成したクロス集計表には，表-2 と同

様に独立性の検定と残差分析を適用している． 

 生活交通を今後利用するグループについて(表-3 左段)，

利用したい時間における便の有無や，始発・終発の時間，

電話予約，総合的な満足度を高く評価する人は，住み続

け意識が強くなったと回答する割合が 1%水準で統計的

 
図-5 生活交通の今後の利用意向と住み続け意識の 

クロス集計結果 

 
図-4 「5年後の生活でカッピーのりあい号を利用すると思うか」 

の集計結果 

 

図-3 「カッピーのりあい号の導入に伴う，久米南町での住み続け 
意識の変化」の集計結果 

 

図-2 カッピーのりあい号の認知及び利用の有無 
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に有意に高い． 

 続いて，生活交通を今後利用しないグループについて

(表-3 右段)，電話予約や総合的な満足度を高く評価する

人は，住み続け意識が強くなったと回答する割合が 5%

水準で統計的に有意に高い．一方，一日の運行本数や，

始発・終発の時間，電話予約，総合的な満足度を低く評

価する人は，住み続け意識が弱くなったと回答する割合

が 1%水準で統計的に有意に高い． 

表-3 生活交通に対する意識に関する項目と住み続け意識とのクロス集計結果 

 

表-2 個人属性と住み続け意識のクロス集計結果 

 

強くなった 変わらない 弱くなった 強くなった 変わらない 弱くなった

そう思う 31 29.0% 71.0% 0.0% 25 8.0% 88.0% 4.0%

どちらでもない 86 19.8% 72.1% 8.1% 125 8.0% 86.4% 5.6%

そう思わない 89 21.3% 65.2% 13.5% 62 8.1% 71.0% 21.0%

そう思う 94 31.9% 59.6% 8.5% 45 15.6% 80.0% 4.4%

どちらでもない 53 13.2% 81.1% 5.7% 98 4.1% 87.8% 8.2%

そう思わない 17 17.6% 64.7% 17.6% 31 9.7% 61.3% 29.0%

そう思う 36 47.2% 50.0% 2.8% 18 5.6% 94.4% 0.0%

どちらでもない 80 15.0% 77.5% 7.5% 117 7.7% 86.3% 6.0%

そう思わない 25 12.0% 56.0% 32.0% 30 6.7% 60.0% 33.3%

そう思う 56 39.3% 58.9% 1.8% 20 10.0% 85.0% 5.0%

どちらでもない 55 16.4% 78.2% 5.5% 107 7.5% 86.0% 6.5%

そう思わない 77 13.0% 68.8% 18.2% 75 8.0% 74.7% 17.3%

そう思う 109 29.4% 66.1% 4.6% 61 9.8% 86.9% 3.3%

どちらでもない 60 16.7% 71.7% 11.7% 97 6.2% 82.5% 11.3%

そう思わない 16 12.5% 56.3% 31.3% 23 8.7% 69.6% 21.7%

そう思う 155 24.5% 67.7% 7.7% 87 8.0% 82.8% 9.2%

どちらでもない 34 14.7% 82.4% 2.9% 86 5.8% 83.7% 10.5%

そう思わない 10 0.0% 70.0% 30.0% 15 13.3% 53.3% 33.3%

そう思う 97 30.9% 64.9% 4.1% 36 16.7% 80.6% 2.8%

どちらでもない 61 14.8% 75.4% 9.8% 117 6.0% 84.6% 9.4%

そう思わない 18 0.0% 66.7% 33.3% 30 6.7% 63.3% 30.0%

総合的な満足度は
高い

0.0001** 0.0019**

　　独立性の検定　　　　　　　　 **：1%有意　*:5%有意

　　クロス集計表の残差分析　ボールド：1%有意 　網掛けのみ：5%有意　青字：有意に高い　　赤字：有意に低い

運賃は安い 0.0039** 0.1153

自宅までの送迎は
便利である

0.0217* 0.0573

電話予約は利用
しやすい

0.0449* 0.0008**

始発・終発の時間
に満足している

0.0000** 0.0002**

１日あたりの運行
本数は多い

0.2022 0.0159*

利用したい時間に
便がある

0.0001** 0.1700

項目 カテゴリ

生活交通を今後利用するグループ 生活交通を今後利用しないグループ

N
住み続け意識

P値 N
住み続け意識

P値

強くなった 変わらない 弱くなった 強くなった 変わらない 弱くなった

男性 130 27.7% 62.3% 10.0% 154 7.1% 85.1% 7.8%

女性 155 20.0% 72.3% 7.7% 116 10.3% 75.0% 14.7%

65-74歳 119 21.8% 65.5% 12.6% 193 8.3% 79.8% 11.9%

75歳以上 167 24.6% 69.5% 6.0% 80 8.8% 83.8% 7.5%

持っている 198 24.2% 68.7% 7.1% 198 7.1% 84.3% 8.6%

持っていたが返納した 21 19.0% 66.7% 14.3% 13 7.7% 76.9% 15.4%

持っていない 38 28.9% 57.9% 13.2% 30 6.7% 76.7% 16.7%

自由に使える車がある 206 22.3% 69.4% 8.3% 219 9.1% 81.7% 9.1%

共同で使える車がある 24 25.0% 75.0% 0.0% 16 6.3% 81.3% 12.5%

自由に使える車はない 28 25.0% 57.1% 17.9% 23 4.3% 91.3% 4.3%

同居家族 174 23.0% 70.1% 6.9% 185 9.2% 82.7% 8.1%

別居家族 28 14.3% 64.3% 21.4% 30 10.0% 80.0% 10.0%

友人・知人 12 25.0% 75.0% 0.0% 14 0.0% 85.7% 14.3%

いない 56 26.8% 62.5% 10.7% 35 5.7% 74.3% 20.0%

満足 137 29.9% 65.7% 4.4% 128 10.9% 76.6% 12.5%

どちらでもない 45 20.0% 75.6% 4.4% 57 5.3% 86.0% 8.8%

不満 95 15.8% 69.5% 14.7% 77 7.8% 83.1% 9.1%

満足 90 32.2% 64.4% 3.3% 84 9.5% 78.6% 11.9%

どちらでもない 90 15.6% 78.9% 5.6% 84 10.7% 82.1% 7.1%

不満 91 19.8% 64.8% 15.4% 94 6.4% 80.9% 12.8%

満足 135 28.1% 68.1% 3.7% 131 13.7% 77.1% 9.2%

どちらでもない 79 20.3% 74.7% 5.1% 77 2.6% 88.3% 9.1%

不満 55 14.5% 65.5% 20.0% 51 3.9% 80.4% 15.7%

項目 カテゴリ

生活交通を今後利用するグループ 生活交通を今後利用しないグループ

N
住み続け意識

P値 N
住み続け意識

P値

免許証
の有無

0.4968 0.6672

性別 0.1995 0.1039

年齢 0.1456 0.5592

　　独立性の検定　　　　　　　　 **：1%有意　*:5%有意

　　クロス集計表の残差分析　ボールド：1%有意 　網掛けのみ：5%有意　青字：有意に高い　　赤字：有意に低い

車の有無 0.2185 0.7948

送迎して
くれる人の

有無
0.1847 0.3883

0.0009** 0.0255*

自分の健康
状態

0.0074** 0.5809

自分の
経済的な
余裕

0.0020** 0.6306

住宅などの
住まい環境
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4. 住み続け意識に対する意識構造分析 
 

 住み続け意識に関する各要因がどのような構造の下で

影響を及ぼしているかを明らかにするため，共分散構造

分析を行った(図-6，図-7)．最尤法を用いて，生活交通

の今後の利用意向別にサンプルを分けて分析した．図-

6・図-7 中の数値は標準化推定値を示す．統計ソフトは

SPSS Amos 28を用いた． 

a) 生活交通を今後利用するグループの分析結果 

分析にあたり，「生活交通の評価が高まるほど，『交

通に関して地域を信頼して住み続けることができる』と

いう意識が向上する」という仮説を設定した．この仮説

を検証するため，表-4のように変数を設定し，図-6のよ

うなパス図を作成して分析を行った． 

 潜在変数「生活交通のサービス向上」から潜在変数

「生活交通を高く評価」に 1%水準で統計的に有意な正

のパスが通っており，さらに潜在変数「交通に関して信

頼して住み続けることができる」に 1%水準で統計的に

有意な正のパスが通っている．また，潜在変数「自身の

生活に満足」・「現状の交通手段に満足」・「現状の町

 
図-6 住み続け意識及び関連要因による意識構造分析(生活交通を今後利用するグループ)  

表-4 共分散構造分析に使用した変数の概要(生活交通を今後利用するグループ) 

 

観測変数 使用した調査項目名 尺度・カテゴリー

始発・終発の時間に満足している 始発・終発の時間に満足している

利用したい時間に便がある 利用したい時間に便がある

総合的な満足度は高い 総合的な満足度は高い 1.そう思う　　0.「そう思う」以外

地域の行政を信頼している 地域の行政を信頼している 1.当てはまる　0.「当てはまる」以外

カッピーのりあい号の導入で、
住み続け意識は強くなった

1.強くなった

0.「強くなった」以外

カッピーのりあい号の導入で、
住み続け意識は弱くなった

1.弱くなった

0.「弱くなった」以外

通院先までの交通手段に満足 通院先までの交通手段の充実度

買物先までの交通手段に満足 買物先までの交通手段の充実度

余暇活動先までの交通手段に満足 余暇活動先までの交通手段の充実度

自身の健康状態に満足 自分の健康状態

自身の経済的な余裕に満足 自分の経済的な余裕

住宅などの住まい環境に満足 住宅などの住まい環境

町内の医療施設の質や数に満足 町内の医療施設の質や数の充実度

町内の買物店舗の質や数に満足 町内の買物店舗の質や数の充実度

町内の余暇活動施設の質や数に満足 町内の余暇活動施設の質や数の充実度

自身の生活に
満足

1.満足

0.「満足」以外

現状の交通
手段に満足

現状の町内
利便施設に

満足

潜在変数

生
活
交
通
を
今
後
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ

生活交通の
サービス向上

1.そう思う

0.「そう思う」以外

生活交通を
高く評価

カッピーのりあい号の導入で、
将来の交通手段への不安は減った

カッピーのりあい号の導入に伴う、
将来の交通手段に対する不安の変化

1.不安は減った

0.「不安は減った」以外

交通に関して
信頼して

住み続けること
ができる

カッピーのりあい号の導入に伴う、
久米南町での住み続け意識の変化
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内利便施設に満足」の間で 1%水準で統計的に有意な正

の双方向のパスがそれぞれ通っており，さらに潜在変数

「自身の生活に満足」から潜在変数「交通に関して信頼

して住み続けることができる」に 5%水準で統計的に有

意な正のパスが通っている． 

また，潜在変数「交通に関して信頼して住み続けるこ

とができる」に対するパスの標準化推定値に関しては，

潜在変数「自身の生活に満足」よりも「生活交通を高く

評価」から出るパスの値の方が大きい． 

これらの結果より，「生活交通の評価が高まるほど，

『交通に関して地域を信頼して住み続けることができる』

という意識が向上する」という仮説が支持された．また，

生活交通のサービス向上は，住み続けに関する他の要因

と比べて，住み続け意識の向上に対して強く影響してい

ることが示唆された． 

b) 生活交通を今後利用しないグループの分析結果 

分析にあたり，「生活交通の評価が低くなるほど，

『交通に関して地域を信頼して住み続けることができる』

表-5 共分散構造分析に使用した変数の概要(生活交通を今後利用しないグループ) 

 

 
図-7 住み続け意識及び関連要因による意識構造分析(生活交通を今後利用しないグループ) 

観測変数 使用した調査項目名 尺度・カテゴリー

始発・終発の時間に満足している 始発・終発の時間に満足している

利用したい時間に便がある 利用したい時間に便がある

総合的な満足度は高い 総合的な満足度は高い 1.そう思う　　0.「そう思う」以外

地域の行政を信頼している 地域の行政を信頼している 1.当てはまる　0.「当てはまる」以外

カッピーのりあい号の導入で、
住み続け意識は強くなった

1.強くなった

0.「強くなった」以外

カッピーのりあい号の導入で、
住み続け意識は弱くなった

1.弱くなった

0.「弱くなった」以外

通院先までの交通手段に満足 通院先までの交通手段の充実度

買物先までの交通手段に満足 買物先までの交通手段の充実度

余暇活動先までの交通手段に満足 余暇活動先までの交通手段の充実度

自身の健康状態に満足 自分の健康状態

自身の経済的な余裕に満足 自分の経済的な余裕

住宅などの住まい環境に満足 住宅などの住まい環境

町内の医療施設の質や数に満足 町内の医療施設の質や数の充実度

町内の買物店舗の質や数に満足 町内の買物店舗の質や数の充実度

町内の余暇活動施設の質や数に満足 町内の余暇活動施設の質や数の充実度

自身の生活に
満足

1.満足

0.「満足」以外

現状の交通
手段に満足

現状の町内
利便施設に

満足

潜在変数

生
活
交
通
を
今
後
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ

生活交通の
サービス向上

1.そう思う

0.「そう思う」以外

生活交通を
高く評価

カッピーのりあい号の導入で、
将来の交通手段への不安は減った

カッピーのりあい号の導入に伴う、
将来の交通手段に対する不安の変化

1.不安は減った

0.「不安は減った」以外

交通に関して
信頼して

住み続けること
ができる

カッピーのりあい号の導入に伴う、
久米南町での住み続け意識の変化
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という意識が低下する」という仮説を設定した．この仮

説を検証するため，表-5のように変数を設定し，図-7の

ようなパス図を作成して分析を行った． 

潜在変数「生活交通のサービス低下」から潜在変数

「生活交通を低く評価」に 1%水準で統計的に有意な正

のパスが通っており，さらに潜在変数「交通に関して信

頼して住み続けることができない」に 1%水準で統計的

に有意な正のパスが通っている．他の要因については，

潜在変数「自身の居住環境に不満」と潜在変数「現状の

交通手段に不満」の間に 1%水準で統計的に有意な正の

双方向のパスが通っており，さらに潜在変数「現状の交

通手段に不満」から潜在変数「交通に関して信頼して住

み続けることができない」に対して 1%水準で統計的に

有意な正のパスが通っている．また，潜在変数「地域内

交流の低下」から潜在変数「住民に対する信頼低下」対

して 1%水準で統計的に有意な正のパスが通っており，

さらに潜在変数「交通に関して信頼して住み続けること

ができない」まで 1%水準で統計的に有意な正のパスが

通っている． 

また，潜在変数「交通に関して信頼して住み続けるこ

とができない」に対するパスの標準化推定値に関して，

潜在変数「住民に対する信頼低下」から出るパスの値が

最も大きく，次いで潜在変数「生活交通を低く評価」か

ら出るパスの値が大きい． 

これらの結果より，「生活交通の評価が低くなるほど，

『交通に関して地域を信頼して住み続けることができる』

という意識が低下する」という仮説が支持された．また，

生活交通のサービスレベルの低下は，他の要因と比べて，

住み続け意識の低下に関して一定の影響を及ぼしている

ことが示唆された． 

 

 

5. 終わりに 
 

 本研究では，中山間地域在住の生活交通の高齢非利用

者を対象に，住宅などの住環境及び生活交通に対する意

識が住み続け意識に対してどのように影響を及ぼすかを

明らかにした．その結果，生活交通を今後利用したい高

齢非利用者については，生活交通のサービス向上が「交

通に関して地域を信頼して住み続けることができる」と

いう意識の向上に寄与していることが示唆された．一方

で，生活交通を今後利用しない高齢非利用者については，

生活交通のサービス低下が「交通に関して地域を信頼し

て住み続けることができる」という意識の低下に寄与し

ていたことから，生活交通のサービス低下は高齢者の人

口流出につながる恐れがあることが示唆された．一般的

には，生活交通は，その利用者を対象に，移動手段の確

保に関して寄与していると認識されている．しかし，本

研究の成果が普及することで，人口減少が著しい中山間

地域において，地域の定住促進の観点から生活交通の重

要性について言及することが可能となり，地方自治体に

おける施策の裏付け等につながることが期待される． 

 最後に，本研究の課題について言及する．本研究の結

果を踏まえ，今後，高齢非利用者を対象に，生活交通へ

の利用転換を促す施策を検討する必要があると考えられ

る．その際，生活交通で移動を担保するだけでは，高齢

非利用者の外出ニーズに十分に対応できていない恐れが

ある．例えば，コミュニティバス等では，重い買物品を

持ち帰れないといった意見がある．移動だけでなく，外

出に関する細かなニーズも充足できるような施策を検討

する必要があると考えられる．これらのことを今後の課

題としたい． 
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